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（テーマ名） MF 膜を使った低速・低圧膜分離技術による水浄化 

 

（シーズ概要） 

従来の水浄化のための膜分離は、分離除去したい粒子よりも小さな孔径の膜を使って、高速・

高圧で分離操作を行いますので、操作に用いられる基膜に目詰まりが発生し、頻繁に膜交換が必

要となり、メンテナンスのためのコストが非常に高額なものとなっていました。 

これを解決するために、使用する膜の孔径が分離除去したい粒子と同程度のものを使って、低

速・低圧で吸引ろ過することによって、基膜上に分離したい粒子で二次膜を形成し、基膜を詰ま

らせることなく分離操作ができることを見出しました。 

欠点として、操作が低速・低圧なためどうしても、装置が大型になってしまいます。そのため

現在、本分離技術における流体の膜透過メカニズムを実験的に解明する研究を行っています。膜

透過メカニズムを解明することによって、操作の高速化を目指しています。 

 

 
 

（研究成果の産業への展開例） 

本研究内容は、排水浄化などの環境関連産業のみならず、医療・バイオ産業、食品産業など

で、分離操作を行っている機器への展開が可能なものがあると考えております。 
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